



































































分自身を実現するのである」とする（森村 2006 : 86-7）。この点，森村は「ケアする人とケアさ





















る種類のものにほかなかない」7）とする（田村 1998 : 63）。ここで述べられている「自由」とは
束縛のない本来の自由ではなく，「自己の生や自己実現にとって不可欠である対象に専心して，
その成長，自己実現を助けることは，自分自身の生を生きている状態であり，そこに自由があ 














いては，窃盗が 71.3%と一般刑法犯検挙人員の 3分の 2近くを占めている。中でも万引きに占





































































































































保護観察の対象者は，少年法上の保護観察処分に付された者（少年法第 24条第 1項 1号），少
年院からの仮退院を許された者（少年法第 42条），仮釈放を許された者（少年法第 40条），保護


























































































































































































 1） 『犯罪白書（平成 24年版）』のテーマは，「刑務所出所者等の社会復帰支援」となっている。
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17） この制度は，その作業内容として，① 老人・知的障害者等の施設の塗装・庭園作業，② 子供
95保護観察対象者の社会復帰支援と社会貢献活動の有用性について
用の遊技場の設置，③ 器楽演奏による施設慰問，④ 少年のスポーツ競技の相手，⑤ 困窮家
庭の家屋の修理，⑥ 道路の整備，⑦ 病院の庭仕事，⑧ 老人ホームでの介護・手助け，⑨ 駅
舎の清掃，⑩ 海岸や地域の路上清掃，⑪ 自動車整備・印刷作業，⑫ 草刈り等多彩なプログ
ラムが準備されている。
18） 条文，制度趣旨，対象者，対象となる活動，作業時間を引用した。　
19） 具体的には，自己の社会的価値に関する劣等感や，社会からの孤立感が強く，改善更生の意欲
が乏しい者という類型がまず考えられる。加えて，暴走族の構成員など，自己中心的若しくは
反社会的な価値観を有している少年あるいは若年の成人という類型や，さらには，例えば道路
交通に関する規範意識に乏しく，道路交通法違反を繰り返しているような類型も考えられると
している。他方，本制度の対象とすることに適当ではない者としては，高齢者や疾病を有する
者，薬物・アルコール中毒者など治療を優先すべき者や，犯した罪の内容等から活動の受入先
や地域住民の理解・協力が得られにくいと認められる者が想定される。
20） 「一定の時間」の上限・時間数について，必要な活動の時間数は個々の対象者の問題性，活動
の内容等に応じて異なり，その上限時間を一概に述べることは難しい問題であるので，保護観
察所の長の判断で事案ごとに柔軟な運用がなされる必要もあることから，法令に具体的な時間
数の上限を規定するのは適当ではないと説明されている。その上で，時間数をどうするかにつ
いては，例えば通達等により，作業の種類・内容等に応じて，標準的な時間数等を示すことが
考えられるとしている。
21） 保護観察官の数の不足に伴う弊害が生じているが，現在，保護観察官の中には，精神保健福祉
士，社会福祉士の資格を取得している保護観察官も存在している。
22） その他に受刑者同士の人間関係のストレスにともなう精神疾患が問題となっている。
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